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病原真菌研究部門 真菌資源開発分野
(Departm e nt of Pathogerlic Fungi, D ivisio n of Fu ngal Res otlr C e S a nd Dev8lopm 8 nt)
先ず,'本分野にかかわ る人事異動. 研究者往来に つ い
て記す.
詳細は生態分野の 項に記すが , 生態分野の平成14年鹿
の客風教授と してイ タリ ア , ト リ ノ大学感染症研究所医
夷菌研究室の Valerio Vidotto教授 (任期: 平成14年9
月1日 - 平成14年11月30 El) を迎える に あたり, 福島が
受入れ教官として活動した .
非常勤研究且とし て近森 穣博士が平成14年7月1日
付で 採用された .
科学技術振興技術補佐員として 小倉明子修士が採用さ
れ た (期間 : 平成14年4月 1 日 - 平成14年8月31日).
同氏 の退職に伴い, 信里綾香博士が平成14年10月1日付
で採用され た. 松田千恵子氏が同上補佐員として 昨年度
に続き採用された (期間 : 平成14年4月1日 - 平成15年
3月31 日).
科学技術振興調整費｢ 病原真菌･ 放線菌の遺伝資源の
国際的拠点形成のため の 基盤整備+ における外国人研究
者とし て , 中国中山大学附属第二 医院の 席 濃艶教授
(期間: 平成14年2月12日 - 平成14年2月18 日), プ ラ ヴ
ル 国力 ン ビ ー ナ ス 大学医学朝の Anival E. Verc e si教授
(期間 : 平成14年2月22日 一 平成14年3月3日), な らび
に中国香港大学の生態及分煩学系 Kevin D. Eyde助教
撹 , Tsui K lm M ing助手 (期間 : 平成14年3月2 日-
平成14年3月6日) を受け入れた .
以下 に本年得られた研究成果の概要に つ い て 記すが ,
こ れ らの 多くは病原真商都門内の共同研究とし て実施さ
れた .
医学部の 基礎配属学生を , 系統 ･ 化学分野との 共同研
究と して長岡み どり , 渡辺満野の2名. 生態分野と の 共
同研究で間多祐輔, Nor Ziban M abidの2名を受け入れ
た .
研 究概要
1. 真菌由来の新規二次代謝産物に関する研究
本研究で は特 に抗真菌作用を有する 二次代謝産物の研
究を行 っ て い る . Eupe nictlLL m ja L･a T8ic um よ り , 肺 ア
ス ペ ル ギ ル ス 症 の原因薗で ある Aspe rgulusfu migatus
に有効な物質とし て , 新化合物を含む 一 連 の com pa ctin
誘導体を単離した . 先ずそ れらの 化学構造を明らか に し
同時に , こ れ ら化合物の抗 A . fumigatu s活性 に つ い て
構造- 活性相関性に つ い て も検討した. また ABPe rgillu 8
ueT
･
Sicolo rグ ル ー プ に 分頓された AspeT.gillu B SP . IF M
51759が , 同様 に抗A.fu mlgatus 悟性を持 つ p yr8nOne,
fur an one誘導体を生産する こ とを見い 出した , それら
の 分離, 精製を行い , 新化合物 epim us acin D を含む4
樫の 同所導体の構造を明らか に した . こ れら に つ い て も
抗A. fzLTnigatu s活性 に つ い て構造 一 括佐相開性を検討
した .
2 . リ ボ ソ ー マ ル D N Aに基づ く病原性黒色真菌症原因
菌の迅速同定法の研究
P C R法を用いた病原真菌の 迅速同定法に つ い て 研究
の な か で , 黒色真菌症原因菌とし て 重要な FoTLSe C a ea
pedr osoi, Fo nsecaea c o T nPa Cta の 2 種 が 分類 さ れる
Fonse c ae a属を特異的に 同定で きるプ ライ マ - セ ッ ト
(T A A でG C G G G T G T T G C C T C T G, A G G G G T G G A A A G
TOTGA AC T) なら びに P C R条件の確立に 成功 した .
ま た - 黒癖の原因菌で あ る Ho rta e a zL'e r neChliの特異的
同定を可能としたプ ライ マ ー セ ッ ト (TG GAC A CT TC
A TAA C T C T T G, T CAC AAC G C T T A G A G A C G G) の 開
発にも成功した . こ れ らプ ライ マ ー セ ッ ト の 作出は, い
ずれもIT S領域の塩基配列をもとに行なわれたもの で あ
る , 被検菌と し て は , CladophialophoT.a C aT･T･io Tlii な ど
の病原菌を含む5 1種75株を対象に検討を行 っ た . そ の 結
見 上記プライ マ ー セ ッ ト は それぞ れ Fons e c ae 属薗2
穫, H. wern e chi‖こ対して の み相当する PC R増幅産物
を与え . こ れ ら セ ッ トを用 い る PC R が黒色真菌類の 高
精度, 迅速同定に有用である ことを明らか に した.
3 . Dl/D 2領域の塩基配列の黒色真薗同定 へ の 応用
L SUrD N A のDl/D2領域を黒色真菌の 同定に 応用す
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ペ く, 病原性菌規ならびに顎壕菌に つ い て本領域の 塩基
配列を解析し, 当初の 目的達成 へ の可能性に つ い て 検討
した . 被検菌とし て は, Cladq phialophoT･a C ar rionli, F.
pedT
･
O S Oi, PhialophoT
･
a U err
･
uC OS a な ど の 病原性黒色真
薗お よび関連菌の40帝75菌株を使用し, 各々 の塩基配列
を解析した . そ の結果, 40菌穫中34菌種は各々 他の 菌種
と異なる配列を持つ ことが明らか とな っ た . 病原菌と し
て 重要な Fo7L Se C a e a属菌, C. carrionii, P. ue T･T･ u COS a.
Exophlala de rTna はidis で は , 構内多型はほとん ど無 い
こ とが明らか とな っ た . 他方, 確聞で の塩基置換数は ,
最少が P. u eTT u C O Sa と C. c arrlonilの 9bp で , C. c a T･ ･i-
onii A. alte m ata 間に は131bp が見 い 出された . ま た,
H. w eT7W Chii と他の 菌種との 間にも高い塩基置換数が認
め られ た . こ れ ら の結果より , 本領域が重要 な病原性黒
色巽南の 同定に有用で ある ことが結論された . Clado s-
poriu m spha ero sperT nu Tn, C. TniT W8 C ulzLTnの 2菌種, 普
た
,
PhialophoT
.
a hetel･O m O rPha, P. bubakil, P. atT
･
0-
t)iT･e n S. P. lager
.beT･gllの 4菌種は各々同 一 の 塩基配列を
有する ことが 明らか となり, これ ら菌類の 近縁性が示唆
された ,
4 . 清流河川に おける真菌の生態学的研究
香港大学の R8vin D. Hyde助教授 らとの 共同研究を
展開したもの で , 千葉県の /ト糸川の水中枯木を基質と し
生育する真菌頓の生態学的研究を行 っ た . 全体で2 8種の
真菌類が分離され, そ の内訳は12種の asco m ycetes, 16
種 の ア ナ モ ル フ 菌群 で あ っ た. こ れら の 中 で , Ophio -
c e r a sco m m u n e, PseudohaloTu?atria lignic ola, Sa uolツー
ella lignicola, Chaetosphaeria BP. が非常に 高頻度分離
され る結果を得た . 世界の異なる地域の 同上環境下に お
ける真菌頬の 分布が調 べ られ て おり, それらの 結果との
比較に つ い て も論じた. ま た, 非常に興味深 い菌種で あ
る P. 1tgnicola, Ba ctr ode8Tniu Tn am a udii, B . pallidum
に つ い て そ の 詳細を論じた.
5 . 金属イ オ ン の 真菌類に与える影響に 関する研究
金属イ オ ン は菌類を含め生物にと っ て 極め て重要な役
割を果たす. 本課題に つ い て は未だ詳細な検討を要する
那 , 銀イ オ ン の 抗真南作用な どに つ い て興味ある結果が
得られ つ つ あ る .
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6. 真南 の生態, 菌学に関する ブ ラ ジ ル と の 共同研究
今年は熱帯ブラ ジ ル土壌中の AspeT･gillu sと そ の テ レ
レ オ モ ル フ の 分布に つ い て下記の結果を得た . 主要菌と
し て は A . flau u s, A . fu migatu s, A . n e o elliptlc us, A .
n 堵 e r. A . te r r eus, Em ericella sp p. , Ne o 8 artOT3･a Sp P.
が 分離され , 少数 で あるが A. u8tLLS, A . L'erSicolor な ど
も出現 した . 熱帯地域はさ ら に , 湿潤地帯 , 乾燥地帯 ,
熱帯雨林地帯な ど に分け, 詳細な年態学的成果を得た ･
7 . チ ト ク ロ ー ム b過伝子に 基づく夷薗の 同定 ･ 診断お
よぴ系統解析
チ トク ロ ー ム b遺伝子は, 真核生物の はとん どが持 っ
て い る ミ ト コ ン ド リ ア D N Aに あり , 比較的進化速度に
比例 して ア ミ ノ観配列の ア ミ ノ酸置換が起こ っ て い る こ
とか ら, 進化 の 分子時計と考えられる . 病原責菌におけ
る本過伝子の塩基配列を比較すると種に 特異的な配列が
観察され, 様 に よ っ て は種内変異もみ られた ため , 種 の
同定や地域特異的な株な ど疫学的な調査にも有効である.
主要な病原真菌の チ ト ク ロ ー ム b遺伝子の 解析結果は ,
デ ー タ と し て蓄積されて おり, 真南の同定や固定組織内
感染菌の特定にも有効で ある ことを明らか に して きた.
本年度は, TrichospoT･On 属菌の チ ト ク ロ - ム b遺伝
子に よる同定と系統解析を行い, T. asahii, T. coT･emii-
fo r m e, T. inhin, T. Tn O ntet)ideen se, T. o u oidesは, イ
ン ト ロ ン を含ん で おり, エ ク ソ ン 部分を比較する と塩基
配列から3 つ , ア ミ ノ 酸配列で は, 4 つ の ク ラ ス タ ー に
分かれた . こ れ ら の ク ラ ス タ ー は, 26SrRNA に基 づ く
系統樹と同様で あ っ た . T. c uta TW u 7nお よび T. pullu -
la n 8は , 不均 一 な菌種で あり, 一 部の 菌 で は , 他 の 種と
塩基配列が 一 致 したため再同定された . そ の 他の 担子薗
系酵母を加 え た ア ミ ノ 酸配列か ら, U P GMA で 系統樹
を作成する と細胞壁に キ シ ロ ー ス を含む ク ラ ス タ ー と含
ま な いク ラ ス タ ー■と に分かれた . チ ト ク ロ ー ム b 遺伝子
の塩基配列 は▲ TT･lchospor o n属菌 の 同定 と系統解析に
有効で あ っ た .
ヒ ト の爪から分離された フ サ 1) ウム属菌で , 形態的同
定で は難しか っ た菌株をチ ト ク ロ - ム b遺伝子の解析に
より , Fu B a T･ium pT･OlifeT･atu Tn V A T. Pr Olife r atu Tnと同
定した .
さ ら に , ウ シ の ア ス ペ ル ギ ル ス 症と判定されて いた死
亡個体の 固定組織模本か ら抽出した DNA を増幅し , チ
ト ク ロ
ー ム b遺伝子を解析した結見 M o T･tieT.ella w olfli
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と 一 致したため本症例 は, 本菌に よる接合菌症で あると
推定した.
8 . 病原性発現過伝子 , 形態形成浪伝子の解析
病原性発現因子の 一 つ と考え られる形態形風 形態変
換髄が ど の様なメ カ ニ ズ ム で 発揮されるかを解明する こ
と で
, 新規抗真薗剤の開発に つ な が ると考え研究を進め
て い る , 我 々 は, 解析 しや すい と考えられ る C:andlda
albic a n8の 二 形性に 関与する遮伝子, C が唱T96を単離
した . こ の塩基配列か ら本過伝子の機能を推定し , 適伝
子破壊者行うことで役割を明確に しようとし て い る . さ
ら に
,
D N Aマ イ ク ロ ア レイ を用 い て 網羅的な発現過伝
子を解明する ことを試み て い る .
9 . 其菌の迅速同定 , 莫菌症の 迅速診断法の 開発
従来の方法で名も 専門的知赦経験により, 菌 の 培養を
含めて長時間を要し , 迅速な真菌同定や真菌症の 診断は
困難で あ っ たが , 近年で は, 種に 特異的塩基配列が 明ら
か に な っ て い れば, 特異的プ ライ マ ー , ブ ロ ー プ を用 い
たP C R
,
- イ ブ リダイ ゼ ー シ ョ ン に より迅速化が可能
に な っ て き た , チ ト ク ロ ー ム b遺伝子, IT S領域,
Dl/D 2領域, より変化 の 多 い 領域 を用 い る と 共 に ,
DNA マ イク ロ ア レ イを作成 して , 迅速な同定 ･ 診断法
の開発を行 っ て い る .
10. 真菌資療の長期安定保存法の 開発
真菌の長期保存法と して , L - 乾燥保存が , 安全性 . 煤
存 ス ペ ー ス の 面 で有利で ある . しか し, 胞子を作 らな い
種や大分生子は し 乾燥法で は保存性が悪 い ことが知 ら
れて い る . 従 っ て , 新た な保存法の確立が必要で ある ,
こ れ ら保存性の悪い菌に つ い て 新規の 真空乾燥を試みて ,
生存性が確かめられた. こ の方法で の生存性の検討, 応
用薗種の拡大を試みて いる .
l l. 抗真菌剤の 開発に関わる共同研究
所競トリ ア ゾ ー ル 系抗真菌剤の活性評価を マ ウ ス . ラ ッ
ト, モ ル モ ッ トを用 い て感染治療実験を行 っ た . まず,
上記動物の感染モ デ ル系を確立した. こ れ ら の深在性真
薗の 感染 モ デ ル に より治療実験を行 っ たと こ ろ , 新規抗
東園剤が , 市販され て い る抗真薗剤 に比し て , 優 れ た治
療効果を示した .
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EO, Aoki F E, M or etti-Bran chin主 M I. : Ftl ngOS
Patog色nic o8Guia Pratic odelabo r at6rio . (Ya m a-
JnOtO Iく, M iya]
L
i M
,
Br a nchini M L M, Schreiber
A Z, Aoki F H, Nishimtl ra K, TagtIChi E, Ya ma-
n aka A eds), Pr ojeto de Pe8quis a Cl王nic a e de
Treinam ento M edic oda Unica mp, 2002.
学会発表
(国解学会)
1) Abliz P, Fukushim a a, Takizaw a a, Miyaji M ,
Nishim u r aA : Developm e nt of the specific prト
tn e rs for theide ntification ofthege n u sFo nse ca e a
a nd H ortae a wem e chii. 8th Inter n ational Syrnpo -
Siu m of the Myc ological Society of Japa n(Part
Ⅱ) -Ne w frontier畠in he alth s cie nc e a s o ciated
withtheftl ngl - ･ Pr oce eding p55, Tokyo, 2002.
2) Hoshikaw aK, lmaz tl” , Fuku shim a 汰 : P hylo-
ge netic analys18 0f tw o micr ocyclic Chry畠O myXa
rusts o n Tsuga 日p p. in Japa n. IU F R OW P 7. 02.
05 C ONF ER E N CE Rusts of Fo r est Tre es. A bstト
a c七日 p32, Ya ngling, Chin a, A叫guSt, 19-23, 2002.
(国内学会)
シンポジウ ム
1) 壌山耕治 : 病原真菌分与機関として の取り組み . E】
本微生物 資源学会第9回大会, 講演要旨集 : p3,
2002.
2) 片倉 賢, 鈴木 守, 横山排 軌 宮治 誠 , 西村和
子 , 金子 修 , 鳥居本美, 藤源 治, 橋口義久 : 抗
リ ー シ ュ マ ニ ア薬の 開発と薬剤耐性研究の進歩 . 第
43回 Er本熱帯医学会大会 , 日熟医会論 策30巻,
増刊号 : p162, 高知, 2002.
3) 福島和貴 : シ ン ポ ジ ウ ム Ⅳ (オ ー ガ ナ イ ザ ー , 座長)
人獣共通真菌症の動乱 第46回E]本医真蘭学全線会,
真菌誌 43(増刊2号): p66, 東京, 2002.
- 般漢塵
1) 堀江義- , Abliz P, 西村和子, 宮治 乱 福島和貴,
李若 軌 Ca mpos - Takaki G M, O kada K : ア ス ペ
ル ギ ル ス 症原因薗 ETn e ric ella sp p. 及びAspergilu s
terT.e u Sの 土壌中の分布に つ い て . 第46回日本医真
商学金縁会, 真菌誌 43(増刊2号): plOO, 東泉
2002.
2) 滝滞香代子, 福島和貴, A bliz P, 仁戸EE]意和 , 西村
和子 , 宮清 誠 : Dl/D2領域の 塩基配列 に よ る病
原性黒色真菌の 同定 第46回日本医真蘭学金線会,
真菌誌 43(増刊2号): plO3, 東京 , 2002.
3) Abliz P, 福島和貴 , 滝揮香代子, 仁戸田意和 , 西村
和子, 宮治 誠 : 病 原性黒色真菌同定 の ため の
P CR プ ラ イ マ ー の 開発 - Fo nse cae a属薗お よ び
Ho T･tae a We r n e Ckiト . 第46回日本医美園学会総会 ,
真菌誌 43(増刊2号): plO3, 東京, 2002.
4) 高橋容子, 佐野文子, 滝樺香代子 , 福島和食 , 宮治
誠, 西村和子 : 我が国の ヨ ツ エ ビ ハ リ ネ ズ ミ (At-
eleTix a ebiuentis) に お ける Trlchophyto n m e nta-
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grophyLe s va r. eT
･iT M ei感染の疫学調査と分離菌の
解析. 第46回日本医真菌学会総会, 真蘭結 43 (増
刊2号): plO6, 東京, 2002.
5) 田口英【軌 亀井克彦, 渡辺 軌 多都田弘士 , 仁戸
円窓軌 福島和庶 :血清中itr ac o n aEOle の A8Pe rgllus
/LLTnigatzLS に対する薬剤効果の迅速判定法の検討 .
第51回日本感染症学会 , 要旨集 : p95, 仙台, 2DO2.
6) 岡本 茂, 駒井信 一 恥 細江哲夫, 野沢幸平, 福島
和食一 宮治 ui, 河合賢 一 : ブ ラ ジ ル土壌由来真菌
の塵生する抗 Aspe rglllu sfu migatus物質. . El本薬
学金策122年会 要旨集2: pl 14, 千葉, 2002.
7) 堀江義 一 , A bliz P, 福 島和 乱 オ カ ダ カ *)レ,
Ca rnpoB-Tak且kiG M: 熱帯ブ ラ ジ ル土壌中の As-
pe rgillu8 と そ の テ レ オ モ ル フ の 分布. El本蘭学金
策46回大魚 津浪要旨集 : p41, 長野, 202.
8) 星川圭一 , 今津道夫, 福島和瓦 滝野香代子 : ツ ガ
属植物 に 寄生する短世代型 ChT3,S OTnyXa 属薗2種
に つ い て . 日 本歯学金策46回大会, 帝輯要旨集:
p52, 長野 , 2002.
9) Abliz P, 福島和息 滝滞香代子, 仁戸田憲和 , 宮治
乱 西村和子 : 病原性黒色兵薗の 分子同定法に 関す
る研究 - D l/D 2領域の 塩基配列, Fo n 8eCae a属 の同
定プ ライ マ ー の 開発 - . ET本菌学会第46回大会 , 講
演要旨集 : p79, 長野, 2002.
10) 滝常春代子, 福島和貴, Br a nchiniM LM , 西村和子,
官給 誠 : カ ン ビ ー ナ ス 大学 (ブ ラ ジ ル) 付属病
院中央検査部にお い て分離された病原性酵母 一 同定,
疫学, 種内多型に つ い て - EI本蘭学会第46回大会 ,
講演要旨集 : p88, 長野, 2002.
l l) 高橋容子, 播谷久美子, 佐野文子 , 滝滞香代子 , 宿
島和瓦 富治 誠, 西村和子 : ヨ ツ ユ ビ ハ リ ネ ズ ミ
か ら分離され た AT.thr odeT. m abenha Tnia e A f rica n
ra c e(Anam o rph: Trichophyton mentagT10Phyte s
v a r･ e rin a c ei). 関東医異菌淡話会, 要旨集 : p9, 東
京, 2002.
12) 頻江義一 , 福島和貴, A bliz P, Okada Iく, Ca mpos-
TakakiG M: ブラ ジ ル 土壌中の マ イ コ ト キ シ ン 生
産菌の 分布 . 第53回 マ イ コ ト キ シ ン 研究会, 学術講
演会, 埼玉, 2002.
13) 近森 穣, 藤元次郎 , 山本 雅 : N PM-A LK チロ シ
ン キ ナ ー ゼ と S N Tア ダプタ ー 蛋白質の 会合及びそ
の細胞癌化髄 へ の 寄与. 第61回目本痛学会総会プ ロ
グラ ム : p71, 東京, 2002.
14) 服部尚子, 白井 明, 外山啓子, 金子健彦･, 奥住捷
子, 杉浦義軌 王 嵐 横山耕治 : Fusariu7n Pr Oli-
/er atLun に よる爪其菌症. 弟46回日本医真歯学金線
会, 真菌誌 43(増刊2号):p白o, 東泉 2002.
15) 今西由El, 横山耕治,‾宮治 乱 西村和子 : 払F冨T
96の単離と発芽管形成 へ の 関与. 第46回日本医真歯
学会総会, 真菌誌 43(増刊2号): p98, 東泉 2002.
16) 横Ll+排治, 王 鼠 Bis w a sSK, 遠藤成朗 , 伊藤純
子, 宮治 軌 西村和子 : Trichosporon 属菌の チ ト
ク ロ ー ム b適伝子に よる同定と系統解析 第46回日
本医真蘭学会総会, 兵菌誌 43( 増刊2号) : p97,
東京, 2002.
17) 遠藤成朗, 王 軌 宮野英首, 小原直樹, 猪谷 亮,
谷村信彦, 木村久美子, 佐野文子, 横山耕治, 亀井
克彦, 宮治 誠 , 西村和子 : 適伝子操作に よ り
Mo rtieT･elhw ol/iLによる感染症と診断されたウ シ
の接合菌症の - 例. 第46回日本医兵蘭学会総会, 真
菌誌 43(増刊2号): plO3, 東京, 2002.
18) 上田八千代, 佐野文子, 田村美食, 猪股智夫, 池田
輝男, 木内嘱男, 究巣月糞, 亀井克象 横山耕治,
岸 フ ク子, 伊藤純子, 三上 蓑 , 宮治 軌 西村
和子 : イ ヌ の ヒ ス ト プ ラ ス マ 症 の遭伝子診断. 日本
獣医臨床病理学会2002年大会. 抄録集 : p51, 東京,
?021
国廉交流活動
1) 文部科学背科学研究費 (研究課題: ブ ラ ジ ル に おけ
る土壌中の カ ビ毒生産菌と ヒ トの病原真菌の生態 ･
分布と種多様性) に よる共同研究の ため, ブ ラ ジ ル
国 ペ ル ナ ン ブ コ カ ト リ ッ ク大学 ･ 環境科学研究所
A lin 8Elesba odo Na s cirn ento助教授の来訪を受け
た. (在日期間 : 平成13年6月29 日- 7月13日).
2) 共同研究等の 打ち合わせ の ため , 韓国の Choi 一ong
So 教授 (Ye u ngrlu mMedicalUniv e r sity, Daegu)
及びSuh M王(博士 (Dong guk Unive rsity) の来訪
を受けた (平成14年9月30日).
海外出張
1) 福島和貴: 科学技術振興調整費 ｢病原真薗 . 放線菌
の遺伝資源の国際的拠点形成の ため の基盤整備+ に
閲 し, 中国香港大学 Ke vin D . Ilyde 助教授 , Tsli
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Eim M ing助手 (期間: 平成14年3月26El- 3月30
日), 中国中山大学附属第二病院席題艶教授 (期間:
平成14年8月12 日- 8月16 日), ブ ラ ジ ル ペ ル ナ ン
ブ コ カ ト リ ッ ク大学環境科学研究所の Galba. M a ria
de Ca mpo8Takaki教授お よぴ Ka oru O kada 助教
授, 同 ペ ル ナ ン ブ コ 大学真菌部 の EIz a Aur eade
Lu n aAlvesL im a教授 , Cri畠tirlaM a ria de So up:a
M otta 助教授 (期間 : 平成14年10月 4日 - 10月19
日) を訪問した .
2) 横山耕拍 : 科学技術振興調整費 ｢病原真蘭 ･ 放線菌
の 遺伝資源の国際的拠点形成の た め の基盤整備+ に
閲 し , カ ル ホ ル ニ ア大学 バ ー ク レ - 校 John W
Taylo r教授 (期間 : 平成14年1月28E]- 2月27 日)
を訪問し, D N Aマ イク ロ ア レ イ に 関す る共同研究
を行 っ た .
国際共同研究
1) 壊合菌の商学に関する研究 : カ ウ ン タ ー パ ー ト , ブ
ラ ジ ル 国 ペ ル ナ ン ブ コ カ ソ リ ッ ク大学環境科学研究
所 G al ba Maria de Cam poB- Takaki教授 .
2) 抗異常剤の 化学的研究 : カ ウ ン タ ー パ ー ト , ブ ラ ジ
ル国 ペ ル ナ ン ブ コ カ ソ リ ッ ク大学環境科学研究所
Ea oru O k8da助教授.
3) 皮膚真菌症の同定, 系統, 分類 に関する研究 : カ ウ
ン タ - パ I h , 韓国 ソ ウ ル 大学医学部皮膚科 金
正愛助教授.
4) 中国亜熱帯地域の真菌症の 疫学的研究 : カ ウ ン タ ー
バ - ト, 中国中山大学附属第二 医院席 濃艶教授･
5) 清流河川 の真菌類 の生態学的研究 : 中国香港大学
生態及分類学系 KevirLD tlyde助教授 , Ts ui R im
M ing助手 .
6) チ ト ク ロ ー ム b 遺伝子に基づく真南の 同定と系統解
析 : 中国書林大学白求恩医学部 王 震教授･
共同利用研究 (国内)
1) 河合賢 一 ･ 鼻薬科大学 ･ 教授, 細江智夫 ･ 同 ･ 助
手 : 菌規の産生する生理活性物質の研究.
2) 河合 清･ 中京女子大学 ･ 教授 : ミ ト コ ン ドリ ア毒
性を示す真菌代謝産物の作用機序に関する研究 .
3) 今津道夫 ･ 信州大学 ･ 助教授 :絶対寄生菌矧 こおけ
る生活史の分化と個体群の過伝的構造の解析
4
,) 堀江義一 ･ 千葉県立中央博物館 ･ 部長 : ブ ラ ジ ル土
塊中の 病原真商およぴカ ビ毒生産薗の生態学的研究.
5) 鈴木孝仁 ･ 奈良女子大理学部教授 : 病原性酵母カ ン
ジ グ ･ ア ル ピ カ ン ス の染色体再編成が新たな形質発
現に及ぼす影響.
6) 高橋治男･ 千葉県衛生研究所 ･ 主梼研究員 : 真薗の
生産物と生産薗の分子分較 - 耐熱性真菌の カ ビ車産
生と分子分窺-･.
7) 研究会 真薗の代謝産物と生産菌の分子分類研究会
真菌の有毒2次代謝産物と生産菌の 分子分類に つ い
て .
学会活動
1) 福島和貴 : 策46回日本医真商学金線会シ ン ポ ジ ウ ム
｢人獣共通真南症+に お い て オ ー ガ ナイ ザ ー を務め
た . 東京 , 2001.
2) 福島和貴: 日本菌学会選挙管理委員会委良と して
2003, 2004年旋の会長, 副会長ならび に 評議員の 選
挙を行 っ た .
3) 横山耕治 : EI本微生物資源学会理事と して 本学金線
会を マ ネ ー ジ メ ン ト し た .
普及活動
##
1) 宿島和貴 : Ribosom al D NA - its ap plication for
theidentific ation ofclirlic al fu ngalis olates. Su n
yat-Son Univ er sity, GtlangZho tl, C hina, 14 Al1
-
gu st, 2002.
科学研究生′ 助成金
研究報告書
1) 福島和貴(分担), 西村和子 (代表), 科学技術振興
調整費 ｢病原真菌 ･ 放線菌の 遺伝資源の 国際的拠点
形成の た めの 基盤整備+7,000万Fq.
2) 福島和貴 (分担), 錦江義 一 (代表)｢ブラ ジ ル に お
け る土壌中の カ ビ毒生産菌とヒ トの病原真菌の生態 ･
分布と種多様性+, 平成13年渡文部科学省研究費補
助金 (基盤研究 B)360万円.
3) 福島和食(分担), 西村和子 ( 代表), ｢ナ シ ョ ナ ル
バ イ オ リ ソ ー ス ー病原微生物-+.
4) 横山耕治 (分担), 片倉 賢 (代表) 科研棄 萌芽
的研究平成14年 一 平成16年 リ ー シ ュ マ ニ ア に特異
的な エ ル ゴ ス テ ロ ー ル 生合成系を榛的に した新規薬
剤の開発 .
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その他
1) 日本医真菌学会 第4回優秀論文賞 : 今西由巳, 河
合俊子, 岩口伸 - , 鈴木孝仁, 上原悌次郎, 横山耕
治, 西村和子 : Dyn abe ads oligo (dT)26を用い た サ
ブ ト ラ ク シ ョ ン 法 に より菌糸形成細胞か ら得られ た
速伝子群. 真南誌 42:24a･251, 2001.
2) 真菌症 フ ォ ー ラ ム第3回学術集会奨励賞. 横村浩 一 ,
村上有沙, 内田勝久, 山口英世, 亀井克彦 , 横山耕
拾 : 輸入真菌症起因菌過伝子同定 シ ス テ ム の 研究 .
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